
謹
灘
測
對
蕊

悪
認
霧
州
齢

雷
け
こ
の
歌
」
を
歌
い
な鷲

三
測
棚
晴
捌
鐸
毒
臨
磁
鼬

蓉
さ
ん
は
「
次
は
日
本
皿

一
回
。
よ
り
多
く
の
人
に
誰

壹
届
け
る
」
と
力
強
く
語

一
た
。
（
石
見
禎
浩
）
．

ー’

6
〆血

ジナル曲を歌いながら書き上げた｢響｣を

音に披露する友近さん

,剛IMI1IMIIIRNIRMIn,,1

あ
な
た
の
と
っ
て
お
き

の
お
宝
を
鑑
定
し
て
も
ら

い
ま
せ
ん
か
？
東
温
市

は
、
テ
レ
ビ
東
京
が
７
月

１
日
に
坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場
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三
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一
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一
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二
二
一
二
一
二
三
一
二
一
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
二
一
二
二
三
一

、
可
川
里
可
Ｊ
可
乱
二
重
く
司
之
〆
示
弓
Ｊ
、
乱
欠

愛
媛
と
広
島
の
住
民
が
四
国

電
力
伊
方
原
発
８
号
機
の
運

一
篁
乞
止
め
を
求
め
た
仮
処
分

申
請
を
却
下
し
た
広
島
地
裁
。

地
裁
は
、
理
由
の
一
つ
に
２
０

１
６
年
４
月
に
福
岡
高
裁
宮

~デー1 崎
支
部
が
九
州
電
力
川
内
原

発
の
運
転
を
認
め
た
際
の
「
司

法
審
査
枠
組
み
」
に
倣
っ
た
点

を
挙
げ
た
が
、
申
立
人
側
は
、

団
L二二

者
を
募
集
し
て
い
る
。

市
が
「
出
張
／
・
な
ん
で

も
鑑
定
団
・
’
ｎ
東
温
」
と

一
量
ノ
リ
胃
些
暹
Ｏ
塞
婁
日
寸
員

ん
で
も
鑑
定
団
」

す
る
鑑
定

１
１半リ

'一

支
部
の
考
え
方
を
採
用
し
た

理
由
が
十
分
説
明
さ
れ
て
い
な

い
と
納
得
で
き
な
い
よ
う
だ

っ
た
。３

８
８
郡
の
決
定
書
で
、
そ

の
理
由
が
記
さ
れ
て
い
た
の

は
２
坪
程
度
。
住
民
側
は
「
裁

判
官
の
独
立
を
自
ら
放
棄
す

る
に
等
し
い
暴
挙
だ
」
と
反
発

し
た
。

各
地
で
同
様
の
仮
処
分
里
請

が
な
さ
れ
る
中
、
広
島
地
裁
は

司
法
審
査
の
在
り
方
が
各
地
で

異
な
る
の
は
望
ま
し
く
な
い
と

し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
申
立
人

のとに

雲農
東
温
市
、
フ
月
１
日
収
録
一

諏
蒋
窪
彌
鐺

由
山
報
道
部

ず
、
鑑
定
依
頼
品
の
新
旧

や
ジ
ャ
ン
ル
は
問
わ
な

、
’
○

７
，
Ｍ

出
品
希
望
者
は
、
市
役

１
１が

感
じ
る
危
機
感
や
各
原
発
の

事
情
は
異
な
り
、
迅
速
な
審
理

が
求
め
ら
れ
る
仮
処
分
で
あ
っ

て
も
裁
判
所
ご
と
に
判
断
が
違

う
こ
と
は
そ
う
不
自
然
と
は
思

わ
な
い
。
住
民
側
の
指
摘
に
う

な
ず
け
る
面
が
あ
っ
た
。

伊
方
原
発
の
運
転
差
し
止
め

に
関
す
る
仮
処
分
里
濯
限
っ

て
も
広
島
の
ほ
か
愛
媛
、
大
分
、

山
口
で
係
争
中
だ
。
裁
判
官
の

独
立
は
憲
法
で
も
う
た
わ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
丁
寧
に
審

理
す
る
の
は
当
然
の
司
法
の
役

割
だ
と
思
う
。

ノ
、
診
垂

森
岡
岳
夢

二
一
三
一
二
一
二
二
一
二
二
二
二
一
一
一
二
二
二
一
二
二
二
一
二
二
一
二
二
虎

問
い
合
わ
せ
は
市
企
画
財

政
課
Ⅱ
電
話
０
８
９
（
９

３
４
－
４
４
．
－
。

す
る
な
ど
し
て
４
月
邪
日

（
必
言
ま
で
に
応
募
。

観
覧
希
望
者
は
５
月
瓢
日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
に
必
襄
一
着

を
記
入
し
て
応
募
す
る
。 =1illllillllillilllillllllli11.11111III1I111111111IIIIIIIIIIIIIIIIII1IIIIIIIIIIililill11l111lllllllllllllllllllllillllllllllllillllll1lllllllillllllllll
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｜，･腹大和屋本店‘
|洋食ランチには､大きなパフェがつし輔います。言鼓

大和屋本店のレストラン松風ラン

チ｡洋食のコースには､高さ16cm
のグラスに盛り込まれたパフェが

ついてますbスイーツ党には､たま

らない幸福｡洋食の他､和食･中

華も､お席についてからチョイスが
可能｡大和屋本店の温泉入浴が

命名した

はすつき

｢熱田津

用し飲み

iり､桶料
にきたつ

れた静か
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